
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             校長 山添 和人 

５月 20日（土）快晴。開会式での応援団長の力強い選手宣誓とともに、令和５年度の伊米ヶ崎大

運動会は始まりました。「伊米ヶ崎小学校大運動会」ではなく、「伊米ヶ崎大運動会」というタイトル

に当校の運動会の特徴があります。 

伊米ヶ崎地域は、10 年ほど前から地域と小学校が一体となって運動会を実施してきました。会当

日のプログラムに地域住民が参加するだけでなく、事前の会場準備や当日の運営等にも地域や保護

者が加わり、学校行事である運動会の枠を超えた地域のイベントとして共に作り上げてきたのです。 

 コロナの影響により、この数年、運動会は規模を縮小したり、入場を制限したりして実施してきま

した。しかし、コロナが収束傾向になり、５月８日に５類に移行したことなどから、今年度は半日の

日程ではありましたが、地域と小学校が一体となった「伊米ヶ崎大運動会」を実施することができま

した。  

 ・自分の子でなくとも拍手や声援を送る地域の大人たち 

・家族の応援だけでなく、地域の大人が見守る中で全力を 

出し切る子どもたち 

・地域の大人が競技に参加し、それに声援をおくる子ども   

たち 

・みんながみんなを応援する大運動会 

そんな光景があちらこちらで見られました。白組赤組の勝敗

が気にならない、心が温かくなる愛情たっぷりの大運動会で

した。 

新潟県の教育目標に「ふるさとへの愛着」「郷土愛」を育むことが掲げられてあります。 

伊米ヶ崎大運動会のような、地域とともに作り上げ、ともに喜びを分かち合う体験の積み上げが知

らず知らずに郷土への愛着を育むのではないだろうかとあらためて感じました。 

コロナ禍の中では、体育の授業を公開することで、運動会に変えたり、実施しても種目数を大幅に

減らし、午前開催にしたりする学校が少なくありませんでした。一旦縮小された運動会をもとの規

模に戻すことは難しく、５類移行の後であっても、熱中症の心配などから、コロナ禍の時と同様の規

模と内容の運動会を実施する学校が多いようです。 

 伊米ヶ崎小学校も午前中開催ですから、概ね他校と変わりません。しかし、地域とともにある運動

会の実施は、これからも継続することが望ましいと考えます。単なる学校行事の枠を越え、教育的に

も地域にとっても価値のある大切な行事であると思いました。 

ご協力いただいた保護者の皆様、地域の皆様、本当にありがとうございました。 
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【６月の主な予定】 

 

 

 

 

～６月の主な予定～ 

１３日（火）６年修学旅行（佐渡方面～１４日） 

１６日（金）水泳授業スタート 

１８日（日）防災教室・学習参観 

      引き渡し訓練 

２０日（火）耳鼻科検診・食育指導 

２２日（木）クラブ③ 招待コンサート（４年） 

２３日（金）振替休業日 

２７日（火）５時間授業（下校 14:45） 

 ２９日（木）委員会 

【「ふるさとの森」～森開き～】 

伊米ヶ崎小学校の前庭に広がる「ふるさとの森」は PTAや

地域住民の協力を得て平成４年から６年にかけて人の手で造

られた森です。誕生してから３０年近くの歳月が流れ、今では

立派な木々が生い茂り、どこから見ても「森」であり、その存

在感が増しています。 

この森は、総合の学習や理科、生活科等の学びの場として活

用されているだけでなく、休み時間の遊びの場として全校に親

しまれ、利用されています。 

そんな「ふるさとの森」の「森開き」が５月２４日に行われました。例年、各学年の代表児童が

森の活動への抱負を発表し、森を造った時に伊米ヶ崎小 

の児童だった方や関係者にご来校いただき、当時の様子を 

語っていただいています。そして、この「森開き」の後、 

いろいろな活動がスタートしていきます。 

今回は、当時、伊米ヶ崎小の教員だった安藝慶子様から 

ご講演いただきました。森の音楽会を開催したことや、当時 

の児童の作文等を紹介していただきました。子どもたちは真 

剣にお話を聞き、これから始まる「ふるさとの森」の活動へ 

の意欲を高めていました。 

伊米小の子どもたちは、今後、四季を通して、「ふるさとの森」と関わっていきます。五感をフル

稼働させて、森の中で様々な事象に触れ、探求していきます。 

現在、世界では持続可能な社会の実現を目指し、「SDGｓ（持

続可能な開発目標）」を掲げ、その達成に向けて様々な取組が

進められています。子どもたちが森と触れ合う活動や学習を通

して得る知識や体験は、環境保全や自然愛護への思いや願いへ

と膨らみ、やがてそれが持続可能な社会の実現に寄与する取組

へとつながっていくものと考えます。 

さあ、これから子どもたちは森の中で何を発見し、何に驚き、

何に不思議さ感じ、何にこだわりをもって学習するのでしょ

う。森の中で子どもたちのつぶやきに耳を傾けたいものです。 

 

１日（木）クラブ②           

２日（金）１～４年生遠足 

（※1～4 年弁当 5・6 年給食） 

６年国際大学訪問       

５日（月）遠足予備日（※1～4 年弁当 5・6 年給食） 

６日（火）生活朝会           

７日（水）体力テスト          

８日（木）委員会            

１１日（日）PTAアルミ缶空き瓶回収    


